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(a)コリント一 12:3、(b)ローマ 8:16、(c)ガラテヤ 5:22、(d)イザヤ 11:2、(e)コリント一

12:7、(f)コリント一 2:10、(g)ローマ 8:26、(h)マルコ 13:11、(i)エフェソ 3:20 
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救世軍の唱歌隊が、執りなしの祈りについて歌っている曲があります。 

「心が傷つき、祈れない時、愛を見いだせずにいた時、わたしのことを気に

かけてくれる人がいた。わたしのために祈ってくれる人がいた。天の御座に

行き、わたしの名前を挙げてくれた。神の聖なる臨在の前にわたしを連れ出

し、わたしが言えないことを代わりに言ってくれた。暗闇しか見えなかった

わたしに、神の憐れみに満ちた顔を見させてくれた。イエスの血潮に訴え

て、わたしのために祈ってくれる人がいた。」(Somebody prayed for me) 

 

誰かのために祈るという愛の行いは、なんと尊いものでしょう。この祝福ほ

ど素晴らしい贈り物はないと思います。聖書には、神様と人を取り持つため

に祈る信仰者の姿が繰り返し出てきます。人に対しては、神様の御心に従っ

て歩み、祝福にあずかれるようにと祈り、神様に向かっては、人の罪や弱さ

を赦し、その必要を顧みてくださるようにと祈る。今、個人、家庭、職場、

小隊において、多くの課題がある中で、何もできないと無力さを感じるかも

しれません。しかし神様は、天の力が降るよう祈る賜物をわたしたちに与え

てくださり、それを用いるようにと願っておられます。 

 

イエス様は、ご自分を通して神に近づく人たちを、完全に救うことがおでき

になる方です。そして今この瞬間も天の御座において、人々のために執りな

しておられます。(ヘブライ 7:25) わたしたちが執りなしの祈りをささげる

時、このイエス様の祈りに加わっているのだということ、その救いの御業の

一端を担わせていただいていることを覚えてください。祈っているその方が

祝福にあずかるばかりでなく、あなた自身も、イエス様の憐れみと慈しみに

満ちたお心に触れることで、きっと大きな恵みと祝福をいただけることでし

ょう。 
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執りなしの祈り  
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